
          

                   

釜

石

地

区

集

会

は

釜

石

情

報

交

流

セ

ン

タ

ー

P

I

T

を

会

場

に

午

前

１

０

時

３

０

分

開

会

、

来

賓

と

し

て

小

野

共

県

議

、

菊

池

秀

明

市

議

、

三

浦

一

泰

市

議

、
菊

地

浩

喜
・

東

北

労

金

釜

石

支

店

長

に

ご

出

席

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

集

会

の

冒

頭

、

実

行

委

員 

  

           

                   長

で

あ

る

連

合

釜

石

・

遠

野

地

協

の

小

島

議

長

が

挨

拶

、

格

差

や

貧

困

の

連

鎖

を

招

か

な

い

よ

う

運

動

の

拡

大

を

訴

え

ま

し

た

。

続

い

て

小

野

共

県

議

、

菊

池

秀

明

市

議

、

三

浦

一

泰

市

議

か

ら

挨

拶

を

い

た

だ

き

、

そ

の

後

野

田

武

則 

釜

石

市

長

、

平

野

公

三

大

槌 

 

            

             

た 

     町

長

か

ら

の

連

帯

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

紹

介

さ

れ

ま

し

た

。 

 

今

年

の

集

会

は

、

コ

ロ

ナ

予

防

対

策

を

踏

ま

え

て

、

参

加

人

数

や

開

催

時

間

を

短

縮

す

る

等

、

規

模

を

縮

小

し

て

の

開

催

と

な

り

ま

し

た

。 

 

集

会

の

前

半

で

は

、

バ

ル 

―

ン

ア

ー

ト

の

パ

フ

ォ

ー

マ 

             

         

ン

ス

も

あ

り

ま

し

た

。

集

会

の

後

半

で

は

、

実

行

委

員

会

の

女

性

青

年

委

員

会

が

中

心

と

な

っ

て

イ

ベ

ン

ト

を

行

い

ま

し

た

。「

お

楽

し

み

抽

選

会

」

は

各

単

組

か

ら

景

品

を

提

供

し

て

い

た

だ

い

て

大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

集

会

に

あ

わ

せ

て

取

り

組

ん

だ

「

愛

の

カ

ン

パ

」

は

６

2
０

９

円

を

集

約

し

ま

し

た

。 

 

そ

の

後

、

釜

石

市

民

セ

ン

タ

ー

T

E

T

TO

前

広

場

に

移

動

し

て

、

各

単

組

の

決

意

を

表

明

す

る

集

会

を

開

き

ま

し

た

。

久

し

ぶ

り

に

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル

が

青

空

の

下

に

響

き

渡

り

ま

し

た

。 

 
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

 

遠

野

地

区

集

会

は

同

日

、

遠

野

市

民

体

育

館

を

会

場

に

午

後

２

時

に

開

会

、

来

賓

と

し

て

、

小

松

正

真

市

議

、

高

橋

敬

二

・

東

北

労

金

遠

野

支

店

長

、

滝

本

昭

信

・

こ

く

み

ん

共

済

釜

石

支

所

長

に

ご

出

席

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 

集

会

の

冒

頭

、

実

行

委

員

長

で

あ

る

遠

野

地

区

労

議

長

の

菊

池

利

行

議

長

が

挨

拶

、

働

く

仲

間

の

連

帯

で

、

格

差

の

是

正

、

安

心

し

た

く

ら

し 

           

の

実

現

を

め

ざ

そ

う

と

訴

え

ま

し

た

。

続

い

て

、

小

松

正

真

市

議

か

ら

挨

拶

を

い

た

だ

き

、

そ

の

後

、

多

田

一

彦

遠

野

市

長

か

ら

の

連

帯

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

紹

介

さ

れ

ま

し

た

。 

今

回

は

、

規

模

を

縮

小

し

て

の

実

施

に

な

り

ま

し

た

が

、

各

単

組

に

よ

る

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

コ

ン

テ

ス

ト

や

「

お

楽

し

み

抽

選

会

」

に

よ

っ

て

大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。 

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

の

部

の

最

優

秀

賞

は

遠

野

市

保

育

労

が

獲

得

し

ま

し

た

。 

「

地

域

の

絆

を

働

く

者

の

力

を

合

わ

せ

て 

深

め

て

い

こ

う 

未

来

の

た

め

に

」

と

い

う

テ

ー

マ

で

実

施

さ

れ

た 

メ

ー

デ

ー

集

会

で

す

。

寛

容

な

社

会

を

構

築

す

る

た

め

の

意

義

と

意

味

を

再

考

で

き

た

集

会

に

な

り

ま

し

た

。 

 

今

回

、
両

地

区

と

も

デ

モ
・

パ

レ

ー

ド

行

進

を

中

止

し

ま

し

た

。

次

回

は

、

広

く

市

民

に

参

加

を

求

め

、

市

街

に

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル

が

響

き

渡

る

集

会

に

な

る

こ

と

を

祈

っ

て

止

み

ま

せ

ん

。 

 
多
様
性
を
認
め
、
平
和
・
人
権
を

守
ろ
う 

第
９
４
回
メ
ー
デ
ー
地
区
集
会 

釜
石
地
区
、
遠
野
地
区
、
今
年
は
共
に
開
催 

 
 

 
 

 
 

・
・ 
２

０

２

３

年

５

月

１

日

（

月

）
、
「

支

え

合

い

・
助

け

合

う

社
会

を

つ
く

り

、

く

ら
し

を

守
る

！ 

笑

顔
あ

ふ

れ
る

未

来

を

め
ざ

し

、
力

を

合

わ

せ
、

と

も
に

進

も

う

！
」

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

「

第

９

４

回

メ

ー

デ

ー

集

会

」

が

県

内

各

地

区

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

の

感

染

状

況

を

勘

案

し

な

が

ら

全

地

区

で

実

施

に

な

り

ま

し

た

。

釜

石

地

区

集

会

は

規

模

縮

小

の

方

針

か

ら

組

合

員

限

定

で

約

８

０

名

、

労

働

者

の

祭

典

を

祝

い

ま

し

た

。

一

方

、

遠

野

地

区

集

会

も

同

様

に

約

４

０

名

の

参

加

で

実

施

に

な

り

ま

し

た

。

パ

レ

ー

ド

は

、

残

念

な

が

ら

両

地

区

と

も

見

送

り

に

な

り

ま

し

た

。 

 

釜 石 集 会 で 挨 拶 す る 小 島 議 長  

 

釜 石 集 会 抽 選 会 で 単 組 か ら 景 品 提 供 ・ 紹 介  

 

安 藤 副 議 長 に よ る シ ュ ピ レ ヒ コ ー ル ！  

 

メ

ー

デ

ー

の

始

ま

り

…

８

時

間

は

労

働

に

、

８

時

間

は

休

息

に

、

そ

し

て

あ

と

の

８

時

間

は

わ

れ

わ

れ

の

自

由

に…
 

働

き
方

改

革

が
進

め
ら
れ
る

こ
の
時

勢

、
賃

金

の
改

善

や
根

本

的

な
働

き
を
方

の
見

直

し
が

必

須

で
す
。 

連 合 岩 手 釜 石 ・ 遠 野 地 域 協  

Ｎ E Ｗ Ｓ Ｌ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ Ｒ 第 3 3 号

発 行 人  小 島  安 友  

編 集 人  菊 池  利 行  

 2 0 2 3 . 5 . 3 0  発 行  

 

 

 

組 合 旗 を 持 っ て 集 合  /遠 野 地 区  

 

メーデー実 行 委 員

会 / 連 合 ・ 平 環 セ

ンター・ 友 愛 会  

三 団 体 の共 催  

T E T T O 前 広 場

広 場 広 場  



          

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５

月

６

日

釜

石

鵜

住

居

復

興

ス

タ

ジ

ア

ム

で

行

わ

れ

た

対

ク

リ

タ

ウ

ォ

ー

タ

ー

ガ

ッ

シ

ュ

昭

島

戦

(

デ

ビ

ジ

ョ

ン

２/

３

入

替

戦)

で

、

２

２

対

２

２

と

後

半

の

追

い

上

げ

で

引

き

分

け

に

持

ち

込

み

ま

し

た

。

二

部

残

留

は

次

回

に

持

ち

越

し

に

な

り

ま

し

た

。 

小

雨

の

中

、

１

８

人

の

応

援

参

加

者

で

大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。 

そ

の

後

、

グ

ツ

ド

ニ

ュ

ー

ス

が

届

き

ま

た

。 

    

残

留 

  

     
 

 

         

連

合

地

協

で

は

、

２

日

間

で

約

１

５

０

㎞

の

街

頭

宣

伝

行

動

を

行

い

ま

し

た

。

市

民

応

援

の

一

助

に

な

れ

ば

と

の

願

い

が

繋

が

り

ま

し

た

。 

来

期

も

D

２

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

で

、

そ

し

て

鵜

住

居

復

興

ス

タ

ジ

ア

ム

で

試

合

が

行

わ

れ

る

予

定

で

す

。 

一

時

は

、

ど

う

な

る

か

と

は

ら

は

ら

し

ま

し

た

が

、

連

合

岩

手

釜

石

・

遠

野

地

域

協

議

会

は

、

地

域

支

援

活

動

の

一

環

と

し

て

、

引

き

続

き

応

援

し

て

い

き

ま

す

。 

 地
域
支
援
行
動 

 
―

 

釜

石

シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス

を
応

援

し
ょ
う 

―
 

 

 

釜

石
・
大

槌

地
区

を

街

頭

宣
伝

行

動 

     

小 雨 の 中 、あ き ら め ず に 応

援 し ま し た 。 が ん ば っ た !  

怒 涛 の よ う な 後 半 の 終 了

間 際 の 攻 撃 で し た 。  

入
替
戦 

後
半
の 

追
い
上
げ
で 

 
 

 
 

N TT ジ ャ パ ン ラ グ ビ ー  リ ー グ ワ

ン 20 2 2 - 2 3  デ ィ ビジョン 2 / 3  入

替戦  第 2 戦ク リ タウォ ーター ガ

ッ シ ュ 昭 島 ( D 3  3 位 )      

20 23 年 5 月 1 3 日 (土 )  パロ マ瑞 穂

ラグビ ー場 (愛 知県 )  

 38 対 2 8 で 勝 利 !       

D2 残留決定   

５
月
２
７
日
（
土
） 

昨
年
に
引
き
続
き
開
催 

自
然
の
再
生
力
を
再
度
実
感

! 

 
 

尾

崎
半

島

火

災

現

場

植
林

活

動

は

、
晴

天

の
下

、
実

施

さ
れ

ま

し
た

。
１

年

に

３

０

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

も

育

つ

と

い

う

説

明

を

聞

い

て

、

成

長

す

る

こ

と

を

心
か

ら

願

い

な
が

ら

、
一
本

一

本

丁

寧

に

植
林

し

ま

し

た

。
鹿

の
害

が

は

び

こ

る
現

場

で

す

。
今

後

も
継

続

す

る

こ
と

の

必
要

性

を

感

じ
ま

し

た
。 

     

 

県

の

補

助

事

業

が

昨

年

の

３

月

で

終

了

し

ま

し

た

が

、 

補

植

の

必

要

性

も

あ

る

こ

と

で

、

釜

石

地

方

森

林

組

合

と

協

議

の

上

、

コ

ロ

ナ

感

染

予

防

対

策

を

取

り

な

が

ら

、

実

施

の

運

び

に

な

り

ま

し

た

。 

こ

れ

ま

で

、

山

林

再

生

に

あ

た

っ

て

、

釜

石

・

遠

野

地

協

で

は

植

樹

活

動

の

ほ

か

に

も

被

災

木

を

活

用

し

た

グ

ッ

ズ

の

製

作

な

ど

で

も

支

援

を

続

け

て

き

ま

し

た 

今

年

で

通

算

５

回

目

と

な

る

植

樹

で

す

。
1 0

名

の

参

加

が

あ

り

、

釜

石

地

方

森

林

組

合

の

高

橋

幸

男

理

事

の

指

導

の

下

、

急

勾

配

の

斜

面

に

植

林

を

し

ま

し

た

鹿

に

よ

る

被

害

で

、
茶

色
に

変

色

し

た

苗

木

や

、
硬

い

岩

場

の

中

で

、

根

つ

か

な

か

っ

た

苗

木

を

一

本

一

本

確

認

し

な

が

ら

の

補

植

活

動

に

な

り

ま

し

た

。

余

り

に

も

広

い

山

火

事

の

現

場

を

眺

め

な

が

ら

補

植

の

必

要

性

を

強

く

感

じ

ま

し

た

。 
感

じ

ま

し

た 

「

海

は

森

の

恋

人

」
と

い

う

言

葉

も

あ

り

ま

す

が

、
海

を

守

る

役

割

と

し

て

の

森

林

の

大

切

さ

も

再

確

認

す

る

機

会

に

も

な

り

ま

し

た

。 

 

そ

の

後

、
大

平

町

の

シ

ェ

ア

ハ

ウ

ス

マ

ル

ダ

イ

に

て

、
反

省

会

を

行

い

、
来

年

度

も

同

時

期

に

開

催

す

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

。
現

地

で

太

平

洋

を

見

な

が

ら

の

昼

食

交

流

会

も

あ

れ

ば

い

い

の

で

は

と

い

う

意

見

も

あ

り

ま

し

た

。
多

く

の

皆

さ

ん

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。 

 

 

 

県交通 労、東 北電 労、日 鉄釜石 労組、C O O P 共済。協力 に感謝 です 。 

 

急 勾 配 の 現 場  高 橋 理 事 からの説 明  


